
黒磯地区
会場：本大会議室（201・202会議室）
対象地区 日にち

鍋掛地区 越堀、寺子、鍋掛、野間 2月17日㈪・18日㈫

東那須野
地区

大原間、東小屋、山中新田、上大塚新田、佐野、三本木、 木曽畑中、沼野田和、下中野、
島方、上中野、笹沼、北和田、 波立、中内、鹿野崎、無栗屋、上郷屋、唐杉、塩野崎、 
北弥六、前弥六、沓掛、塩野崎新田、大原間西一丁目・二丁目、 方京一丁目～三丁目、
前弥六南町、沓掛一丁目～三丁目

2月19日㈬～21日㈮・25日㈫

高林地区 高林、箕輪、洞島、箭坪、木綿畑、湯宮、鴫内、百村、 油井、亀山、細竹、西岩崎、板室、
戸田、青木 2月26日㈬・27日㈭

黒磯地区

本郷町、新朝日、宮町、本町、黒磯幸町、錦町、住吉町、 豊町、中央町、高砂町、弥生町、
橋本町、桜町、材木町、  大黒町、若葉町、東大和町、末広町 2月28日㈮・3月2日㈪

共墾社一丁目、共墾社、下厚崎、上厚崎、埼玉、渡辺、 豊浦中町、豊浦町、清住町、
新緑町、松浦町、豊浦南町、  春日町 3月3日㈫～6日㈮・9日㈪

鳥野目、小結、東原、阿波町、新町、西新町、豊住町、 並木町、若草町、豊浦北町、
美原町、北栄町 3月10日㈫～12日㈭

東栄一丁目・二丁目、黒磯、豊浦、安藤町、原町、 東豊浦 3月13日㈮・16日㈪

西那須野地区
会場：西100会議室

対象地区 日にち

二つ室、一区町、二区町 2月17日㈪～19日㈬

三区町、四区町、千本松、上赤田、
北赤田、南赤田、西赤田 2月20日㈭・21日㈮

東赤田、三島1丁目～5丁目、東三
島1丁目～6丁目、西三島1丁目～
7丁目、南郷屋1丁目～5丁目、睦

2月25日㈫～28日㈮・
3月2日㈪

高柳、西富山、井口、西遅沢、東
遅沢、関根、東関根、槻沢 3月3日㈫・4日㈬

下永田1丁目～8丁目、緑1丁目・
2丁目、新南、石林

3月5日㈭・6日㈮・
9日㈪・10日㈫

永田町、扇町、あたご町、西大和、
西原町、五軒町、西栄町、東町、
西朝日町、南町、西幸町、北二つ室、
太夫塚1丁目～6丁目

3月11日㈬～13日㈮・
16日㈪

塩原地区
　会場：ハロープラザ第2・3会議室�2月17日㈪～28日㈮
　会場：塩第1～3会議室���������������3月3日㈫～10日㈫
会場 対象地区 日にち

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

下大貫、上大貫 2月17日㈪

下田野、遅野沢、蟇沼 2月18日㈫

関谷
元町、京町、上の内 2月19日㈬・20日㈭

旭町、上町、日の出 2月21日㈮・25日㈫

金沢、折戸 2月26日㈬

上横林、横林、接骨木 2月27日㈭

宇都野、高阿津 2月28日㈮

 会場移動日（受け付けていません） 3月2日㈪

塩
原
支
所

中塩原、上塩原 3月3日㈫～5日㈭

塩原、湯本塩原 3月6日㈮・9日㈪・10日㈫

受け付けていませんので、 黒磯・西那須
野地区の会場に来てください 3月11日㈬～13日㈮・16日㈪

【公的年金の収入者向け】確定申告が必要か確認しよう

▶とき　2月5日㈬　午前9時30分～午後4時
▶ところ　関東信越税理士会大田原支部各会員事務所
▶申込方法　自宅・勤務先近くの税理士に
　　　　　　前日までに電話

▶対象　�所得金額300万円以下の給与所得者、年金受給
者で還付申告をする人

▶問い合わせ
　税理士会大田原支部（遠山） ☎0287（36）2780

税理士会が行う還付申告無料税務相談

■申告は指定日に指定会場で
・なるべく日程表で定められた指定日に来てください。都合がつかない場合は、指定日以外でも申告できます。
・本課税課や各支所の窓口で申告の受け付けはできません。

■時間に余裕を持って来庁を
・�申告会場は大変混雑します。長時間待つことや、午前中に来庁しても午後の受け付けになる場合があります。
・所得の種類や申告の内容で、受け付けの順番が前後することがあります。

※�e-Taxを利用すれば自宅などからパソコンやスマートフォンで申
告ができます。詳しくは、大田原税務署に問い合わせてください。
▶問い合わせ　　大田原税務署　☎0287（22）3115
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申告が必要（※2）
（住民税）

申告が必要
（所得税）
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（所得税）

申告は不要
（※2）

昨年中の収入はすべて公的年金（遺族年金・障害年金を除く）のみである（※1）

昨年中の収入は次の金額以下である
　　　　　65歳未満の人：　98万円以下
　　　　　65歳以上の人：148万円以下

年金の収入金額が400万円を超える

年金以外（給与、個人年金など）の収入はない

申告は不要
（※2）

年金以外（給与など）の収入は所得
（※3）に直すと20万円を超えない

年金の源泉徴収票に書かれている控除以外
の控除の追加がある
例：�医療費控除、生命保険料控除、寄付金
控除、扶養控除など

※1　�昨年中の収入が遺族年金や障害年金のみの人は、申告が必要となる場合があります。
　� 　詳しくは2ページ（★）を確認してください。
※2　年金から所得税が源泉徴収されている場合は、所得税の還付申告になることがあります。
※3　所得は、収入からその収入に対してかかった経費を差し引いた金額です。

日程表

▶問い合わせ　　本課税課　☎ 0287（62）7121
税理士情報の
検索はコチラ
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